
　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　当社グループは、「United Innovation“価値共創 and beyond”」をスローガ

ンに[成長の追求]と[成長を支える経営基盤強化]を基本方針とする中期経営計画

（2023～2025年度）を推進しています。[成長の追求]では「社会課題への貢献を

通じた価値共創」「電子コミックとヘルスケアでの成長継続と海外展開」「サービス化

の継続推進」「成長領域への投入資源集中」を主要な施策として、また[成長を支える

経営基盤強化] では「人財力の強化」に取り組み、業績目標の達成を目指します。

業績予想

　通期の連結業績は、売上高82,500百万円、営業利益

10,000百万円、当期純利益6,700百万円、1株当たり期末配

当金を27円と予想しています。

　今回、特集ページで当社グループの40年のあゆみを紹介

しています。

　当社設立以来、成長を継続し40周年を越えて次のステージ

に進むことができましたのも、株主の皆様をはじめ多くのス

テークホルダーの方々のご支援の賜物と心から感謝申し上げ

ます。今後も当社グループの成長にご期待いただき、なお一

層のご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

事業報告

　中期経営計画の初年度となる当第２四半期連結累計期間の

経営成績は、売上高40,050百万円(前年同四半期比21.2％

増)、営業利益4,177百万円(同12.6％増)、経常利益4,234

百万円(同11.9％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益

2,824百万円(同65.3％増)となり、売上高は上期として過去

最高を更新しました。

　「成長」をキーワードに推進する同計画のスタートとして、各

種施策の手応えを感じています。

　これらを踏まえ、2023年度中間配当金は、 期初予想どおり

1株当たり18円を決議し実施しました。

ICTとリアルビジネスの共創により
新たな価値を提供するサービスカンパニーへ
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医療機関や一般企業向けにソフトウェアの販売、
クラウドサービスやシステムインテグレーションなどの

ITサービスを提供しています。
病院向けや企業向けの事業がともに堅調に推移し、増収となりま
した。なお、売上構成差及びサービス化に向けた先行投資により、
減益となりました。

決算ハイライト（連結）
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国内最大級の電子コミック配信サービス
「めちゃコミック」を運営しています。

電子コミック配信サービスでは、従量課金コースが好調に推移し
たことに加え、効果的なプロモーションにより成長路線を維持して
います。そのため、大幅に増収増益となりました。

®めちゃ犬

■■第2四半期
■■通期

（単位：百万円）

（単位：百万円）



トピックス

　ネットビジネス・セグメントの電子コミック配信サービ
スが、従量制施策の奏功、積極的なマーケティング施策
により成長路線を維持し好調に推移する見通しです。 
　ITサービス・セグメントは、病院向けシステムの納期
延期が発生したものの企業向けを中心に堅調に推移し
ています。また、サービス化に向けた販売促進の先行投
資を進める等、業績は期初予想どおりと見通しています。
　そのため、第２四半期累計期間、通期ともに、期初の連
結業績予想を修正しました。

2024年３月期連結業績予想の修正（2023年7月31日発表）

　当社は、中期経営計画の基本方針「成長の追求」のもとでヘルスケアを重点事業の一つとして、大規模医療施設向けに
放射線情報システム等を展開しています。 
　ジェイマックシステムは、高い技術力の診療放射線部門技師が多数所属し、クラウド及びAI画像解析技術を用いた医
用画像診断システムを自社で開発・提供しています。
　今回の株式取得により、製品ラインナップ拡充とともに中小規模医療施設市場への展開を加速し、既存事業の成長に
加え、M&A等による業容の拡大を継続します。 

㈱ジェイマックシステムの株式の取得（完全子会社化）（2023年4月19日発表）

放射線情報 薬剤情報 手術 CWS就業管理 診断情報管理

メディカルクリエイト 医療IT企業

　当社は企業や自治体などに緊急連絡/安否確認システム「エマージェンシーコール」や情報管理ポータルシステム
「BCPortal」などの危機管理サービスを提供しています。
　スペクティは、災害発生時にソーシャルメディア上の投稿や気象データ、全国の道路・河川カメラの情報等を収集・AIで
リアルタイムに解析し、被害状況とリスクを可視化する災害情報システムを提供しています。
　今後は、両社の強みを活かし、危機管理サービスの付加価値向上、新サービスの創出に取り組み、安心・安全で便利な
社会の実現に貢献します。

防災テックベンチャーの㈱S
ス ペ ク テ ィ

pecteeと資本業務提携（2023年6月2日発表）

期初予想 今回予想 差異

売上高 78,000 82,500 +4,500

営業利益 9,500 10,000 +500

経常利益 9,500 10,000 +500

当期純利益※ 6,400 6,700 +300

ROE 13.7% 14.3% +0.6p
※親会社株主に帰属する当期純利益

2024年３月期通期連結業績予想� （単位：百万円）

大規模病院

中規模病院

小規模病院

国内病院向け事業の拡大

ジェイマックシステム 業務提携
M&A

他部門へ

上方修正

M＆A

価値共創



株主様インフォメーション

　本年の第41回定時株主総会は、４年振りに通常の運営
方式で開催しました。
　当日は、東京ミッドタウンのカンファレンスに準備した会
場に140名の株主様がご出席され、議案のご審議に加え
ご質問ご意見などを数多くご発言いただきました。
　一方で、今回は開会前に会場が満席になり、以後ご来
場された株主様には隣接する第二会場をご案内し、株主
総会の模様を映像でご覧いただくことになりました。

　そのため、次回はご来場された株主様全員が同じ会場
に着席いただけるよう準備を進めます。
　当社は今後も株主様との建設的な対話の機会として、
株主総会の運営・環境づくりに取り組みますので、どうぞ
よろしくお願い申し上げます。

2023年6月13日に第41回定時株主総会を開催しました

詳細はこちらからご確認ください。
https://www.infocom.co.jp/ja/ir/ 

stock/meeting.html

〈ウェブサイトのご案内〉
当社のIR情報やサステナビリティに関する詳しい情報は、当社のウェブサイトにてご覧いただけます。

ミッドタウン・カンファレンス　会場

ミッドタウン・カンファレンス　第二会場

IR
https://www.infocom.co.jp/ja/ir.html

サステナビリティ
https://www.infocom.co.jp/ja/sustainability.html

［第42回定時株主総会「議決権行使」のお願い］　当社は次年度の「株主総会招集ご通知」について、当社ウェブサイトに掲載すると
ともに、印刷版を株主様に郵送する予定です。株主総会当日、会場にご出席いただけない場合は、同ご通知に記載の議案等をご覧
いただき、同封の「はがき」または「インターネット」による「議決権行使」をお願いいたします。

https://www.infocom.co.jp/ja/ir/stock/meeting.html


特集

　1983年、当社は大手企業のシステム運用子会社として事業を開始しました。
　その後、医療機関向け情報システムパッケージの開発・提供、モバイル・インター
ネット分野のサービス開発・提供など、様々な事業領域において時代が求めるICT
を活用したビジネスを展開し、社会のイノベーションに貢献して参りました。
　現在は、一般消費者向けの電子コミック配信サービス、医療機関・介護事業者向
けのITサービス、企業向けのクラウドサービスやシステム開発等を展開する企業グ
ループとして、成長を続けています。

時価総額の推移  

2023/9/29
東証プライム（現在）

2018/11/28
東証一部市場変更

266

1,299
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2002/3/19
株式店頭登録

40年の
あゆみ

2023年 4月 ㈱ジェイマックシステムを連結子会社化

4月 東京証券取引所プライム市場に移行　
2022年

1月 ㈱オルターブースを連結子会社化

11月 本社を東京都港区赤坂に移転

2021年 10月 ㈱メディカルクリエイトを連結子会社化　

7月 共同出資により㈱アムリンクを設立（連結子会社）

5月 韓国の㈱ピーナトゥーンを連結子会社化
2019年

5月 ㈱スタッフプラスを連結子会社化

2018年 11月 東京証券取引所市場第一部に株式の上場市場を変更

2017年 10月 インドネシアに現地法人を設立（現PT. Infocom Global Indonesia）

2014年 8月 米国にFenox Infocom Venture Company V, L.P.を設立（連結子会社）

10月 ㈱アムタスが事業を開始（連結子会社）
2013年

7月 東京証券取引所JASDAQ市場(スタンダード)に株式を上場

2010年 4月 大阪証券取引所JASDAQ市場に株式を上場

2008年 7月 本社を東京都渋谷区神宮前に移転

2005年 12月 ログイット㈱を連結子会社化

2003年 10月 インフォベック㈱(現GRANDIT㈱)を設立（連結子会社）

2002年 3月 日本証券業協会に店頭登録銘柄として株式を登録

6月 米国にInfocom America, Inc.を設立（連結子会社）

4月 ㈱ティーエスティーソフトウェア(現㈱インフォコム西日本)を連結子会社化
2001年

4月 ㈱帝人システムテクノロジーと合併

3月 本社を東京都千代田区神田駿河台に移転

2000年 4月 インフォコム㈱に社名変更

1999年 4月 インフォコムサービス㈱(現㈱インフォコム東日本)設立（連結子会社）

1987年 6月 日商岩井インフォコムシステムズ㈱に社名変更

1983年 2月 東京都港区赤坂に日商岩井コンピュータシステムズ㈱として設立

（単位：億円）

詳細は当社のウェブサイトにてご覧いただけます。
https://www.infocom.co.jp/ja/company/history.html



お問い合わせ　インフォコム株式会社　広報・IR室
〒107-0052　東京都港区赤坂九丁目７番２号 ミッドタウン・イースト10階
TEL ： 03-6866-3160　E-mail ： pr@infocom.co.jp

商号 インフォコム株式会社

設立 1983年2月12日

本社所在地 東京都港区赤坂九丁目７番２号 
ミッドタウン・イースト10階

資本金 1,590百万円

社員数 649名（単体） 1,459名（連結）

連結子会社 国内10社、海外3社

会社概要
発行済株式総数 57,600,000株

株主数 8,353名

株式状況

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 6月

配当金支払基準日 期末：3月31日　中間：9月30日

公告方法 電子公告により行います。ただし、事故その他
のやむを得ない事由により電子公告ができな
い場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

上場証券取引所 東京証券取引所 プライム市場

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

（同連絡先） 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話0120-232-711

（通話料無料　平日9：00～17：00）

（同郵送先） 〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

株主メモ

株式の所有者別状況

その他の法人
55%

金融機関／9%
外国法人等／18%

個人・その他／12%

自己名義株式／5%

金融商品取引業者／1%

※2023年9月30日現在の情報です。

注）一部コンテンツは有料です。パケット通信料はお客様のご負担となります。 注）一部コンテンツは有料です。パケット通信料はお客様のご負担となります。 
一部ご利用いただけない機種がございます。一部ご利用いただけない機種がございます。

株主様にお送りしている本紙「infocom REPORT」は、情報の重複や環境に配慮する観点から、2024年3月期より通期
の製作・郵送を廃止し、中間期のみ製作・郵送の予定です。
通期の事業報告等は「株主総会招集通知」やウェブサイトをご参照ください。

国内最大級の電子書籍サイト

https://mechacomic.jp/https://mechacomic.jp/
めちゃコミックめちゃコミック 検 索

®めちゃ犬

役員
代表取締役会長 竹原　教博

代表取締役社長 黒田　淳

取締役 久保井　基隆

取締役� 森山　直彦

独立社外取締役� 津田　和彦

独立社外取締役� 藤田　一彦

独立社外取締役� 粟井　佐知子

独立社外取締役� 藤田　明久

常勤社外監査役 仲田　和正

常勤監査役� 櫻井　誠

監査役 中石　昭夫

独立社外監査役� 森川　紀代


